
 

 

 

 

 

 避難訓練を終えて 
９月８日（木）の６校時に「避難訓練を行いました。今

回のテーマは『地震対応』。校内放送を冷静に聞き、机

の下に隠れ、その後グラウンドに避難するという訓練で

した。全校生徒が避難するのにかかった時間は、４分０

４秒。生徒それぞれが真剣に取り組んだのですが、「移

動の際に頭部を落下物から守っていない生徒」が若干

いたので、その点については反省として挙げられまし

た。 

 新型コロナウイルス感染症の影響で本格的な避難訓

練ができたのは３年ぶりでした。私たち教職員も地震

発生時の指示の仕方や避難経路の再確認等ができて、とても有意義な時

間となりました。 

実施後の講評の中で、次のようなことを述べています。 

 保護者のみなさま、①自然災害が起こった際の避難経路や、 

②避難場所、③家族との連絡手段などについて、ご家族で確認をされ

ているでしょうか。是非このことについて親子で話し合っていただけたらと思います。どうぞよろしくお願

いします。 

 

 台風 1４号への備えを！！ 

地震や津波と同様、自然災害として忘れてはいけないのが「台風」です。現

在、台風１４号が九州の南を通過しており、９／１９（月・敬老の日）には長崎県

に最接近する予報です。しかしその予報も日々変化し、スピードが速くなったり

遅くなったり、進路予想がまっすぐだったり右へ曲がったりして、予断を許さない

状況です。本日、この台風についての文書を配付し、安心メールも送信してい

ますので、必ずご確認ください。（裏面に、本校の「『台風接近』による気象警報

発令時の登下校ガイドライン」を記載していますので、ご確認ください。） 
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この訓練を振り返る際に、地震が起こった場所が学校ではなく、

自分の家や外出しているときに起こってしまったらどのような行動

をすべきなのか？ そのときに何を優先すべきなのか？ 家族との

連絡手段は？ 等あらゆることを想定してみてください。それが未

来への備えになり、防災のきっかけになります。避難することの大切

さや避難方法などを頭で理解していても、それが行動に移すことが

できなかったら何の意味もありません。自分の命を守るのは自分で

す。想定外のことが起こった時も冷静に、自分のやるべきことがで

きる人に、そして集団になれるよう、日頃から意識してください。 



 


